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2019年７月31日 

各 位 

会 社 名 三菱マテリアル株式会社 

代 表 者 名 執行役社長  小野  直樹 

（ コ ー ド 番 号  5 7 1 1  東 証 第 1 部 ） 

問 合 せ 先 総務部広報室長 鈴木 信行          

（ 電 話 番 号 0 3 - 5 2 5 2 - 5 2 0 6 ） 

 

連結子会社（三菱伸銅株式会社）の吸収合併（簡易合併）に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、2020年４月１日を効力発生日として、当社の連結子会社である三

菱伸銅株式会社（以下「三菱伸銅社」）を吸収合併すること（以下「本合併」）を決議いたしましたので、下

記のとおりお知らせいたします。 

なお、本合併は完全子会社を対象とする吸収合併であるため、開示事項・内容を一部省略して開示してお

ります。 

 

記 

 

１．合併の目的 

当社は、現中期経営戦略に基づき事業全体をプロダクト型事業とプロセス型事業に区分けし、市場動

向および顧客ニーズに機敏に対応する体制構築を目的に、プロダクト型事業のうち銅加工事業、電子材

料事業およびアルミ事業を統合した高機能製品カンパニーを 2018 年 10 月 1 日付で設置いたしました。 

当社は、このうち銅加工事業を成長促進事業と位置づけ、グローバルな事業展開を図り、マーケット

の成長を上回る成長を果たすことを目標として、事業経営を行っています。 

銅加工事業を取り巻く昨今の市場動向は、次世代自動車における大電流・高電圧化や CASE 対応を契

機とした自動車の電子制御化への対応要求、ならびにさまざまな産業分野におけるIoT、AI関連のニー

ズを受け、技術開発が世界規模で急速に進展しつつあります。さらに環境負荷の低減も、持続発展可能

な社会の実現に向け、より重視されております。 

このような市場環境において当社グループは、次世代自動車の製造に不可欠な高導電性・高伝熱性を

有する無酸素銅やその合金をはじめ、環境負荷低減効果を有し加工性・耐食性にも優れる黄銅材エコブ

ラス等の製品群を有しており、事業成長の好機と捉えています。 

当社グループの銅加工事業は、当社が素材を製造し、三菱伸銅社がその素材を高付加価値品へ加工し

販売する体制となっておりますが、今後ますます加速していく技術的ニーズの変化やユーザー・用途の

多様化に迅速かつ的確に対応しつつ事業成長を確実に実現していくには、三菱伸銅社を当社に統合し経

営リソースを一体的に運営することが必要と判断し、本合併を決定いたしました。 

本合併後は、従来以上に積極的かつ機動的な投資を実行し、市場ニーズに応える製品を迅速に開発す

るとともに、国内外の製造・販売体制を整備・拡充してまいります。 

具体的には、旺盛な需要が見込まれる自動車関連製品を中心とした生産能力について現行から約３割

増加させるべく、成長戦略として2020年度から2026年度までに総額で約300億円の設備投資を計画し

ております。さらに、伸銅社の事業と2017年に買収したLuvataグループとの連携を通じ、海外市場お

よび川下事業展開の強化・促進により、世界規模でのプレゼンス向上を図り、新たな需要を確実に捉え、

銅加工業界におけるグローバルリーディングカンパニーとなることを目指します。 
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２．合併の要旨 

（１）合併の日程 

取締役会決議日  2019年７月31日 

契約締結日    2019年７月31日 

合併予定日    2020年４月１日 

※ 本合併は、当社においては会社法第 796 条第２項に基づく簡易合併であり、三菱伸銅社に

おいては会社法第 784 条第１項に基づく略式合併であるため、いずれにおいても合併契約

承認のための株主総会を開催いたしません。 

 

（２）合併方式 

当社を吸収合併存続会社とする吸収合併方式で、三菱伸銅社は解散いたします。 

 

（３）合併に係る割当ての内容 

当社完全子会社の吸収合併であるため、本合併による新株式の発行および合併交付金の支払いは

行いません。 

 

（４）消滅会社の新株予約権および新株予約権付社債に関する取扱い 

該当事項はありません。 
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３．合併当事会社の概要（2019年３月31日現在） 

 吸収合併存続会社 吸収合併消滅会社 

（１）名称 三菱マテリアル株式会社 三菱伸銅株式会社 

（２）所在地 東京都千代田区丸の内 

三丁目２番３号 

東京都千代田区丸の内 

三丁目４番１号 

（３）代表者の役職・氏名 取締役社長 小野 直樹（※１） 取締役社長 堀 和雅 

（４）事業内容 銅加工品・電子材料・アルミ製品等の製

造・販売、超硬製品・焼結製品等の製造・

販売、銅・金・銀等の製錬・販売、セメン

ト・生コンクリート等の製造・販売等 

銅および銅合金の圧延、押

出、鋳造およびこれらの加

工ならびに販売等 

（５）資本金 1,194億 5,700万円 87億 1,340万円 

（６）設立年月日 1950年４月１日 1925年５月20日 

（７）発行済株式数 131,489,535株 62,699,667株 

（８）決算期 ３月31日 ３月31日 

（９）大株主および 

持株比率（※２） 

 

 

 

 

 

 

日本トラスティ・サービス信託

銀行㈱（信託口）    

日本マスタートラスト信託銀行

㈱（信託口）      

NORTHERN TRUST CO.(AVFC) RE 

SILCHESTER INTERNATIONAL 

INVESTORS INTERNATIONAL VALUE 

EQUITY TRUST           

明治安田生命保険(相)    

NORTHERN TRUST CO.(AVFC) RE 

U.S. TAX EXEMPTED PENSION 

FUNDS          

日本トラスティ・サービス信託

銀行㈱（信託口５）   

㈱三菱UFJ銀行        

JP MORGAN CHASE BANK  

385151  

NORTHERN TRUST CO.(AVFC) SUB 

A/C NON TREATY       

三菱重工業㈱       

6.8％ 

 

6.4％ 

 

4.0％ 

 

 

 

2.4％ 

2.2％ 

 

 

2.0％ 

 

1.6％ 

1.5％ 

 

1.5％ 

 

1.5％ 

当社 100％ 

（10）直前事業年度の財政状態および経営成績 

決算期 2019年３月期（連結） 2019年３月期（個別） 

純資産 723,337百万円 46,131百万円 

総資産 1,938,270百万円 108,235百万円 

１株当たり純資産 4,838円 31銭 735円 75銭 

売上高 1,662,990百万円 149,705百万円 

営業利益 36,861百万円 4,865百万円 

経常利益 50,679百万円 5,104百万円 

親会社株主に帰属す

る当期純利益/当期純

利益 

1,298百万円 4,199百万円 

１株当たり当期純利

益 

9円 92銭 66円 99銭 

※１ 2019 年６月 21 日開催の定時株主総会における承認を経て、指名委員会等設置会社へ移行し

たことに伴い、代表者の役職は「執行役社長」となっております。 

※２ 持株比率は、自己株式（536,170株）を控除の上、計算しております。 
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４．合併後の状況 

本合併後の当社の名称、所在地、代表者の役職・氏名、事業内容、資本金および決算期に変更はあり

ません。 

 

５．業績に与える影響  

当期連結業績予想に与える影響は軽微であります。 

 

 以 上 


